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エビデンスに基づく医療（EBM)概観
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EBM（Evidence Based Medicine）とは何か？

 医療従事者や患者が医療に関わる意思決定（医療行
為、検査、健康増進のための諸活動など）を行うに当
たって、専門家の意見や主観的経験ではなく、適切に
設計され実施された研究によって示されたエビデンス
を重視しようとするアプローチ。

 ＥＢＭが医療の世界で新しいパラダイムとして登場した
のは1992年で、比較的新しい概念[1]。EBMを推進する
代表的な母体として、コクラン共同計画が1993年に立
ち上げられた[2]。
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EBMにおいて尊重されるエビデンス

(出典)Grenhalgh[3, p.18]より作成。 3

EBMの世界では、概ね以下の順番でエビデンスの強さが低下すると
指摘されることが多い。専門家の意見は重視されない。

ケーススタディ、体験談(anecdote)、個人的意見

観察研究
（コーホート、ケースコントロール研究）

他のコントロールされた臨床試験

ランダム化比較試験
（RCT）

RCTのシステマティックレビュー



ランダム化比較試験とシステマティックレビュー

 ランダム化比較試験（Randomized Controlled Trial, RCT)では、ある介入行為

を行う群と行わない群をランダムに分けて、介入行為の効果の有無を検証
する。コイントスによって、２つの群のどちらにするかを決めるイメージ。

 たとえば、健康診断を受けている人と受けていない人を単純に比べると、教
育水準や所得や健康志向など種々の差が群間の違いに反映され、正確な
比較が難しくなる。RCTでは、このような群間の違いが小さくなる。RCTは臨
床研究におけるゴールドスタンダードとしばしば呼ばれる。

 多くの場合（特に薬）、バイアスを生じさせないために、治療者・被験者・結
果評価者・分析者に、個々の被験者がどの群に属しているかをわからない
ようにする（マスキング）。

 システマティックレビューは、あらかじめ決められた検索手法によって関係
研究を選び出し、レビューする。抽出された複数の研究は、メタ解析という
統計学的手法を使って、複数の研究の効果を束ねた結果を明らかにするこ
とがしばしばなされる。代表的なものは、コクラン・システマティック・レビュー。
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曝露あり （降圧剤服用） 曝露なし （プラシボ服用）

結果発生あり （脳卒中） a （75） b （94）

結果発生なし c （6281） d （6255）

合計 a+c (75+6281=6356) b+d (94+6255=6349)
（注）データは、HOPE‐3[4]という降圧剤の効果を検証したRCTにおけるもの。
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相対ﾘｽｸ

絶対リスクと相対リスク

• 95%CI(95%信頼区間）は、95%の確率で真の値が含まれる上限と下限。こ
の例では下限が0.59、上限が1.08。RR (95% CI)が0.80 (0.59, 1.08)と表記。

• 数字が１を下回れば効果あり、１以上だと効果がないとされるが、95%CI
に１が含まれると有意差なし（偶然であることを否定できない）とされる。

• 上記の例だと、降圧剤の服用により脳卒中のリスクが20％減少（=1‐0.80)
するが、９５％CIに１が含まれているので、有意な減少ではない。

• 相対リスクと似た概念としてハザード比（HR）が用いられる時がある。

絶対リスク



健康診断やがん検診は寿命を延ばすか？
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健康診断を生活習慣の改善指導と組み合わせた取り組みは効果なさそう。

 コクランレビューで、元々の症状がない人々を対象とした健康診断の効果を
検証した[5]。総死亡率について9件のRCT、がんと循環器疾患について8件の
RCTが抽出された。メタ解析の結果、健康診断は総死亡率を減らさず（RR 0.99, 
95%CI: 0.95, 1.03)。がんや循環器疾患による死亡率も減らさなかった。

 このコクランレビューに対しては、対象となるランダム化比較試験の大部分が
実施された時期が1980年以前であり、その後の医療の進歩、特に、高脂血症

の治療薬であるスタチンの登場を反映していないために問題があるという批
判がある[6]。

 デンマークで、介入群と非介入群をランダムに分けて、介入群の人々に対し
てのみ健康診断の受診案内が送られ、それに応じた人々には健康診断が行
われ、不健康な生活習慣のある人々には、禁煙やダイエットや運動について
のアドバイスが行われた[7]。必要に応じて、医療機関への紹介も行われた。
10年間のフォローアップの結果、虚血性心疾患（HR 1.03, 95%CI: 0.94, 1.13)、
脳卒中(HR 0.98, 95%CI: 0.87, 1.11)、総死亡率（HR 1.00, 95%CI: 0.91, 1.09）の
いずれにおいても、介入群と非介入群の間で有意差はなかった。
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乳がんについてのマンモグラフィによる検診

コクランレビューにおいて、がんによる死亡率や総死亡率をマ
ンモグラフィが低下させるかについて検証が行われた[8]。

ランダム化の適切さなどで質の高いRCTと認められた研究によ
るメタ解析の結果、マンモグラフィは10年後のがんによる死亡
率（RR 1.02, 95%CI: 0.95, 1.10)や13年後の総死亡率(RR 0.99, 
95%CI: 0.95, 1.03)を低減する有意な効果がなかった（がんによ
る死亡者数は、介入群が1451人/66013人、統制群は1427人
/66105人）。

質の低い研究も含めた場合には、乳がんによる死亡率が有意
に低下するが（RR 0.75, 95%CI: 0.67, 0.83）、乳がんをアウトカ
ム指標とする結果は信用できないとしている（他のがんによる
死亡率が有意に高くなり、死因の判断におけるバイアスが疑
われる）。
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乳がんについてのマンモグラフィによる検診
（コクランレビューの結論）

マンモグラフィによる検診によって乳がんによる死亡率

が15%減少し、過剰診断と過剰治療が30%あると仮定した

場合、2000人の女性が10年間検診を受けた場合に、1人

が死ななくてすむ一方で、検診を受けなければ乳がんだと

診断されなかったであろう健康な女性10名が不必要に治

療を受け、200人以上が偽陽性によって心理的苦痛を経

験する。
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その他のがんの例

 4年間にわたって毎年胸部X線写真による検診を実施した群は、実施
しなかった群に比べて、１３年後の肺がんによる死亡率を減らす効果
が認められなかった(RR 0.99, 95%CI: 0.87, 1.22) [9] 。

胸部X線写真による検診を頻繁に行った群と頻繁に行わなかった群
で比べたメタ解析では、頻繁に行った方が肺がんによる死亡が多くな
る傾向が見られた (RR 1.11, 95%CI: 1.00, 1.23) [10]。但し、含まれる
研究の中に潜在的に方法論上の弱点を有するものがある。

大腸がんの便潜血検査については、大腸がんによる死亡率を減少さ
せる効果が認められたが (RR 0.84, 95%CI: 0.78, 0.90)、総死亡率を減
少させる効果は認められなかった(RR 1.00, 95%CI: 0.99, 1.02) [11]。

胃がんの検診については、（欧米では患者数が少ないためか）RCTに
よる効果検証がない模様。
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胸部CTスキャン

肺がんの早期発見を目的とするCTスキャンの効果について、ア
メリカの大規模研究で（NLST）、CTスキャンvs胸部X線写真の比較
によれば、 CTスキャンが

肺がんによる死亡率を20%減らす(95% CI: 6.8, 26.7）。

総死亡率を6.7%減少させる(95% CI: 1.2, 13.6) [12]。

但し、この研究は、以下の点に留意した方が良さそう。

CTスキャンの効果を非検診群との比較で検証しておらず、２
つの検診の比較である[13, 14]

対象者が肺がんリスクの高い喫煙者である（期間中に亡く
なった人の死亡原因は肺がんが24.1％と高い）

偽陽性が多い（3回の検診で39.1％が一度は経験）。

ヨーロッパでもRCTが行われているので、いずれメタ解析の結果
が出ると思われる。 11



肺がんのCTスキャンのメタ解析の例（総死亡率）

O v er all  ( I- sq ua re d = 0. 0%,  p  =  0 .4 60 )

研究名

MILD [15]

NLST [12]

DANTE [15]

DLCST [16]

0 .9 5 (0 .9 0,  1 .0 1)

RR (9 5% CI )

1 .1 9 (0 .8 8,  1 .6 3)

0 .9 4 (0 .8 8,  1 .0 0)

0 .9 6 (0 .7 9,  1 .1 6)

1 .0 1 (0 .8 2,  1 .2 5)

1 00 .0 0

W e igh t

3 .1 4

8 1. 73

8 .1 5

6 .9 8

%

0 .9 5 (0 .9 0,  1 .0 1)

RR (9 5% CI )

1 .1 9 (0 .8 8,  1 .6 3)

0 .9 4 (0 .8 8,  1 .0 0)

0 .9 6 (0 .7 9,  1 .1 6)

1 .0 1 (0 .8 2,  1 .2 5)

1 00 .0 0

W e igh t

3 .1 4

8 1. 73

8 .1 5

6 .9 8

%

  

1.615 1 1.63
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180/1264 176/1186

165/2052 163/2052

102/2376 62/1723

1877/26722 2000/26732

受診群 非受診群
（死亡者数/参加者数）

相対リスク
（95％信頼区間）

0.96
（0.79, 1.16）

1.01
（0.82, 1.25）

1.19
（0.88, 1.63）

0.94
（0.88, 1.00）

0.95
（0.90, 1.01）

ウエイト
（％）

８．１５

６．９８

３．１４

８１．７３

１００．００

(出典)表中の4研究のデータより、発表者がメタ解析を実施した結果を記載している。



がん検診に効果があるという表現

 がん検診に効果があるかどうかと言うとき、３つの別の問いがある[17]。
➀検診の対象である特定のがんによる死亡率を減らすか否か？

➁がん全体による死亡率を減らすか否か？

③総死亡率を減らす（寿命を延ばす）か否か？

• 既存のがん検診のほとんどでは、➀は示されても、③は示されない。この場合、あり
そうな理由は、

(a)被験者数が少なすぎて③の検証ができない。

(b)特定のがんによる死亡率は減ったが、他のがんや、がん以外の理由（自殺や
循環器疾患[18]など）による死亡が増えたために、全体として相殺される[19]。

 ➁は➀と③の中間的なアプローチだが、上記の乳がんのメタ解析[8]以外では見当
たらなかった。

 本来は③が望ましいが、百万人規模の検診が必要らしく、現実的ではない。

 結局、がん検診は寿命を延ばすかどうかよくわからない。その一方で、過剰診断・治
療、偽陽性による心理的苦痛といった問題がある。

13



人口１０万人当たりの死因別死亡者数（上位１５位まで）
男性

順位
女性

死因 死亡者数割合 死因 死亡者数割合

肺炎 107.5(9.8%) 1 老衰 99.4(10.2%)
気管，気管支及び肺の悪性
新生物

87.2(8.0%) 2 肺炎 86.1(8.9%)

胃の悪性新生物 50.5(4.6%) 3 心不全 69.8(7.2%)
脳梗塞 49.3(4.5%) 4 脳梗塞 53.6(5.5%)

心不全 44.2(4.0%) 5 気管，気管支及び肺の悪性新生
物

32.9(3.4%)

急性心筋梗塞 34.6(3.2%) 6 結腸の悪性新生物 26.9(2.8%)
老衰 34.2(3.1%) 7 急性心筋梗塞 25(2.6%)
肝及び肝内胆管の悪性新生
物

31.1(2.8%) 8 胃の悪性新生物 24.7(2.5%)

脳内出血 28.7(2.6%) 9 膵の悪性新生物 24.4(2.5%)
結腸の悪性新生物 28(2.6%) 10 不整脈及び伝導障害 24.3(2.5%)
自殺 26.6(2.4%) 11 脳内出血 22.7(2.3%)
膵の悪性新生物 26.5(2.4%) 12 乳房の悪性新生物 21.1(2.2%)
不整脈及び伝導障害 24.1(2.2%) 13 肝及び肝内胆管の悪性新生物 15.4(1.6%)

慢性閉塞性肺疾患 20.7(1.9%) 14 胆のう及びその他の胆道の悪性
新生物

14.1(1.5%)

前立腺の悪性新生物 18.6(1.7%) 15 大動脈瘤及び解離 12.9(1.3%)
死亡総数 1092.6(100%) 死亡総数 970.1(100%)

（出典）平成２７年人口動態調査より作成。一番細かい分類を使用し、「その他の」とあったものは外した。割合は死亡総数に占める割合。 14



過剰診断の問題

 ウェルチによると、がんと呼ばれるものの中には、ウサギとカメと鳥がいる[19]。
カメは進行スピードが遅くて治療する必要がないもの。鳥は早期発見しても助か
らないもの。ウサギは治療することが意味のあるがん。

 カメのがんについては、がん検診によって発見されることにより不必要に治療さ
れるという問題（過剰診断・過剰治療）が存在。

 現在の医療では、ウサギかカメかを識別することができず、カメも含めて治療さ
れる。このため、治療しなくても問題ないものが、あたかも治療によって治ったよ
うに見えてしまい、がん検診の弊害が便益と誤解されてしまう[19, p.77] 。

 一試算では、偽陽性、侵襲性がん、非浸潤性乳がん（DCIS）への支出がそれぞ
れ852ドル、51,837ドル、12,369ドルとされ、偽陽性の発生率が11％、侵襲性が
んとDCISの過剰診断の割合がそれぞれ22％、86％と仮定すると、偽陽性と過剰
診断の米国全体におけるコストが毎年40億ドルとされる[20]。

 ウェルチらの試算では、10万人中、マンモグラフィによって追加的に「がん」が発
見される人数が162人だとすると、そのうち、その「がん」が成長して大きくなるの
は30人だけで、残りの132人は過剰診断[21] 。
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高血圧はどの程度危険か



血圧の高低によって、循環器疾患(大まかに言えば脳と心
臓の血管関連の疾患を合わせたもの)による死亡リスク
がどの程度違うか。

全循環器疾患による死亡リスク（ハザード⽐、男⼥とも降圧剤を服⽤していない⾄適
⾎圧の⼈々の死亡リスクを１とした場合）
性別 降圧剤服用 至適血圧 正常血圧 正常高値血圧 I度高血圧 Ⅱ度高血圧 Ⅲ度高血圧

男性
なし 1.00 1.15 1.65 1.77 2.29 2.84
あり 3.02 1.84 2.41 2.67 3.70 3.48

女性
なし 1.00 1.40 1.33 1.87 1.58 2.04
あり 1.51 2.49 2.13 2.25 2.56 3.78

(注1)6つの地域毎の研究のデータを束ねて、40歳以上90歳未満の39,705名の⽇本⼈について、中央値で10年間
の期間をとって検証している。

(注2) ⾄適⾎圧（上の⾎圧が120未満、下の⾎圧が80未満）、正常⾎圧（上の⾎圧が120〜129、下の⾎圧が80
〜84）、正常⾼値⾎圧（上の⾎圧が130〜139、下の⾎圧が85〜89）、I度⾼⾎圧（上の⾎圧が140〜159、下の
⾎圧が90〜99）、Ⅱ度⾼⾎圧（上の⾎圧が160〜179、下の⾎圧が100〜109）、Ⅲ度⾼⾎圧（上の⾎圧が180以
上、下の⾎圧が110以上）。

(注3) 年齢、BMI、循環器疾患の既往歴、総コレステロール、糖尿病、喫煙、習慣的飲酒、コーホートが調整さ
れている。

17（出典）Asayama et al. [22]の、Table S3、Table S4より作成した。



年齢が50歳で血圧以外は特に問題がなさそうな人の場合。心筋梗
塞と突然心臓死から成る冠動脈疾患を10年以内に発症する確率。

10年以内の冠動脈疾患の発⽣確率
性別 降圧剤服用 上の血圧

110 125 135 150 170

男性 なし 0.6％ 0.8％ 0.9％ 1.1％ 1.4％

あり 1.7％ 1.7％ 1.7％ 1.8％ 1.8％

女性 なし 0.1％ 0.2％ 0.2％ 0.2％ 0.3％

あり 0.3％ 0.4％ 0.4％ 0.4％ 0.4％

(注) 年齢が50歳で、糖尿病でなく、現在喫煙していなくて、non-HDLCが140mg/dl、HDLCが55mg/dl
の場合。この研究では、10年以内に⼼筋梗塞や脳梗塞を発⽣する確率がどの程度あるかについて、⾎圧
だけでなく、年齢・性別・降圧剤服⽤の有無・糖尿病の有無・喫煙習慣・コレステロール値から予測でき
るようになっている。⼼筋梗塞（myocardial infarction）と突然⼼臓死（sudden cardiac death）から成る
冠動脈疾患（coronary artery disease）を発症するリスクについて、リスク⽅程式が提⽰されている。
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血圧の高低による絶対的なリスクはどの程度か➀？

（出典）Yatsuya et al. [23]のFigure 3より作成した。



年齢が50～54歳、非喫煙、BMI<25、糖尿病なしの場合
の10年以内の脳卒中の発生リスク。

10年以内の脳卒中の発⽣確率
性別 降圧剤服用 至適血圧 正常血圧 正常高値

血圧
I 度
高血圧

Ⅱ度
高血圧

Ⅲ度
高血圧

男性 なし 1～2% 1～2% 2～3% 2～3% 3～4% 3～4%

あり 2～3% 2～3% 2～3% 3～4% 3～4% 4～5%

女性 なし 0～1% 0～1% 1～2% 1～2% 1～2% 2～3%

あり 1～2% 1～2% 1～2% 1～2% 1～2% 2～3%

(注1) ⾄適⾎圧（上の⾎圧が120未満、下の⾎圧が80未満）、正常⾎圧（上の⾎圧が120〜129、下の⾎圧が80〜
84）、正常⾼値⾎圧（上の⾎圧が130〜139、下の⾎圧が85〜89）、I度⾼⾎圧（上の⾎圧が140〜159、下の⾎圧
が90〜99）、Ⅱ度⾼⾎圧（上の⾎圧が160〜179、下の⾎圧が100〜109）、Ⅲ度⾼⾎圧（上の⾎圧が180以上、下
の⾎圧が110以上）。
(注2) 年齢が50〜54歳、⾮喫煙、BMI<25、糖尿病なしの場合。
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血圧の高低による絶対的なリスクはどの程度か➁？

（出典）Yatsuya et al.[24]のTable 2、Table 3より作成した。



１．年齢や性別など様々な要因を調整してもなお、血圧が高
い方が重大疾患の発生するリスクは高い。ただし、高血圧
と重大疾患の間に因果関係があるかどうかはここからはわ
からない。

２．降圧剤を服用している方が服用していない人よりも、重大
疾患になりやすいように見える。少なくとも降圧剤の効果が
明確でない。

ここまでで言えそうなこと

20

重大疾患の
リスク要因

高血圧

重大疾患

重大疾患の
リスク要因

高血圧

重大疾患

相関関係モデル 因果関係モデル

ランダム化比較試験（ＲＣＴ）による検証が必要



RCTを束ねたメタ解析から推測すると？

 降圧剤によって血圧を下げた場合についての最近のメタ解析[25] に
よると、降圧剤によって上の血圧を10mmHg下げる場合に

主な循環器疾患は20％減少(RR 0.80, 95%CI: 0.77, 0.83)

冠動脈疾患は17%減少(RR 0.83, 95%CI: 0.78, 0.88)

脳卒中は27％減少(RR 0.73, 95%CI: 0.68, 0.77)

心不全は28％減少(RR 0.72, 95%CI: 0.67, 0.78)

総死亡率は13%減少(RR 0.87, 95%CI: 0.84, 0.91)。

 上の血圧が170でそれ以外にリスク要因がない男性の場合、

冠動脈疾患の10年以内の発生確率は、降圧剤を服用しない場合
には1.4%だとすると[23] 、1.4×0.83≒1.16で、降圧剤の服用によっ
て発生確率が1.4%から1.16%へと0.24%減少。

降圧剤を服用しない場合の10年以内の脳卒中の発生確率が3.5%
とすると[24] 、3.5×0.73≒2.56%なので、降圧剤の服用によって
3.5%から2.56%へと0.94%減少。 21



どうしても気になる点

 降圧剤のＲＣＴでは、降圧剤の服用や投与の方法について厳格な
管理が行われているが、治療の現場では、薬の服用をやめてしまう
人や、最適でない薬の投与が行われるなど、ＲＣＴからかけ離れて
いる可能性がある[26]。もしかしたら観察研究の方が現場の医療の
状況に近いかもしれない。

 もしかしたら、古い研究には問題があるかもしれない。

高脂血症の薬であるスタチンについての最近の研究で、2005年

頃の欧米の臨床研究についての規制強化の前後で、臨床研究
の厳密さに差があり、規制強化以前の臨床研究は信頼度が低
いことが指摘されている[27]。

心理療法や統合失調症の薬についての研究で、新しい研究ほ
ど効果が低下することを示す研究が出ている[28‐30] 。

もしかしたら、同様の傾向が降圧剤についても見られないか？

22



既存のメタ解析のデータを使った暫定的検証

最近発表された網羅的なメタ解析(Ettehad et al. [25]）
のSupplementary appendixで、それぞれのRCTの参

加者数と重大疾患の発生件数が出ている。これを
使って、論文の出版年を古い順番に5つに分類して、
それぞれの相対リスクを算出した。

Ettehad et al. [25] との違いは以下のとおり。

Ettehad et al.が血圧の低下量を10mm Hgに標準化し、それ

に応じて相対リスク比を実際の数値から修正しているのに
対して、本分析では、このような標準化を行わなかった。

固定効果モデルでなく、ランダム効果モデルを用いた。

最近の研究であるHOPE‐3[4]を追加した。

23



降圧剤の効果（相対リスク）の時期別の違い（メタ解析による）

24

主な循環器疾患 冠動脈疾患 脳卒中 心不全 総死亡率

～1990年 0.78     
(0.71 ‐ 0.87)  

0.78     
(0.70 ‐ 0.86)  

0.65     
(0.50 ‐ 0.85)

0.72     
(0.46 ‐ 1.15)

0.81     
(0.74 ‐ 0.89)

1991年～95年 0.77    
(0.62 ‐ 0.96) 

0.85    
(0.71 ‐ 1.02) 

0.68     
(0.57 ‐ 0.81)

0.48     
(0.36 ‐ 0.63) 

0.87     
(0.68 ‐ 1.11) 

1996年～2000年 0.77     
(0.67 ‐ 0.88)

0.80     
(0.73 ‐ 0.88)

0.71     
(0.57 ‐ 0.89)

0.75     
(0.59 ‐ 0.95)

0.82     
(0.72 ‐ 0.94)

2001年～05年 0.88     
(0.82 ‐ 0.93)

0.85     
(0.76 ‐ 0.95)

0.78     
(0.70 ‐ 0.88)

0.79     
(0.71 ‐ 0.87)

0.94     
(0.89 ‐ 1.00)

2006年～10年 0.94     
(0.91 ‐ 0.98)

0.97     
(0.90 ‐ 1.04)

0.86     
(0.78 ‐ 0.94)

0.93     
(0.80 ‐ 1.07)

0.98     
(0.92 ‐ 1.04)

2010年～ 0.93     
(0.85 ‐ 1.02)

0.98     
(0.88 ‐ 1.10)

0.93     
(0.84 ‐ 1.02)

0.85     
(0.76 ‐ 0.94)

0.99     
(0.91 ‐ 1.08)

全体 0.87    
(0.83 ‐ 0.90)

0.88    
(0.84 ‐ 0.92)

0.80 
（0.75 ‐0.85) 

0.81     
(0.75 ‐ 0.88) 

0.92     
(0.89 ‐ 0.96) 

（注）ランダム効果モデルを使用。かっこ内は95%信頼区間。データはEttehad et al. [25] による。効果の標準化は行っていない。



新しい研究は効果が小さく見えるのはなぜか？

 理由はよくわからない。

 一般論として、古い研究ほど公表バイアスが大きいことが指
摘されている[31]。もしかしたら、古い研究で効果が小さかっ
たものが公表されなかった？？？

 古い研究では研究の設計に問題があった？？？

 古い研究と新しい研究では、実際には行っている研究が異
なっている？？？‐‐‐‐‐‐‐‐‐降圧剤の効果のメタ解析と一口に

言っても、対象となった研究は使っている薬も被験者のタイ
プも介入方法も千差万別（同じような研究はあまりない）。

 新しい研究の方が効果の出にくいチャレンジングな課題
（元々の血圧があまり高くない人など）に向き合ってい
る？？？

 本件は降圧剤の費用便益分析にも関わる重要な話なので、早く誰
かが解明してほしい・・・。 25



エビデンスに基づく医療がハイジャックされている？

26



EBMを巡る問題

１．公表バイアス[32]

 臨床研究の結果は全てが公表されているわけではなく、介入の効果がなかった
研究を中心として、公表されにくい傾向がある[33]。公表バイアスが生じるのは、
研究実施者やスポンサーの事情による面が多い[34]。

 例えば、抗うつ薬の効果を検証した研究のうち、効果があるという３８個の研究
のうち３７個は公表されたが、効果がないという３６個のうち、公表されたのは１４
個だけだった[35]。

 公表バイアスはメタ解析の結果を歪め、本当は効果がないものが効果ありとさ
れる可能性がある。しかし、公表バイアスの有無を正確に知ることは難しい[36]。
この問題に対応するため、近年は臨床研究を事前に登録することが求められて
いる。ただし、依然として公表されない研究は多い[37]。

２．企業がスポンサーになった臨床研究[32]

企業がスポンサーになった臨床研究では、その企業の製品に有利になる結果が
出やすい[38]。米国の登録件数で見ると、国立衛生研究所（NIH）が資金拠出した研
究が減少する一方（2006年：1376件、2014年：1048件）、企業が資金拠出した研究
は増加している（2006年：4585件、2014年：6550件） [39]。
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３．結果を知って行うメタ解析

メタ解析は、対象とする研究を選ぶ基準を事前に決めるのが
原則だが、実際には、対象となり得るRCTの多くはすでに行われ

ているので、研究実施者やスポンサーの都合のいいように基準
を決めて、その基準を中立的に作ったかのように操作できる可
能性がある[40]。

エビデンスに基づく医療が本来の目的から乖離して、広告代わ
りに使われるリスクがある。

・・・「エビデンスに基づく医療がハイジャックされている。」[41]



この発表を踏まえた今後の医療政策のあ
り方、医療への関わり方についての私見

 政府が関与した予防医療（症状のない人への医療による介入）を縮小する。

 予防活動は特定疾患や特定の臓器を対象とするよりも全体的な健康増進
を目指す（特定疾患のリスクが特に高い場合は別）。

 公衆衛生的な取り組みを強化する。喫煙、飲酒、塩分や糖質の過剰摂取な
どについて、制度的対応、キャンペーン、信頼できるエビデンスに基づく情
報提供などを推進する。

 自己責任、自己決定をもっと尊重する。

 運動、特定の食事法、マインドフルネスなど薬や医療機器以外の健康増進
法について、中立的なRCTを積極的に行って、効果的なものを抽出していき、
国民にアナウンスする。

 「○○は危険だ」と抽象的に言うのではなく、「○○がある場合、▲▲年以
内に死亡する確率は××％で、□□という取り組みを行った場合、その確
率は■■％に減る」という見方を尊重する。また、それぞれの数値がどこま
で信頼できるかも吟味する。

 何をやっても不確実性は残る。ほとんどの場合、確率はゼロにできない。誰
しもいつかは死ぬことは避けられない。このことを受け入れるよう努める。 29
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